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Summary

　　　Odontoma　has　been　classified　as　having　many　kinds　of　forms　or　structures　since　it　was

first　reported　in　1821　by　Oudet．

　　　Here　we　discuss　those　forms　that　have　been　observed　from　1927　to　1984　in　Japan．，

including　one　of　our　own　recent　cases．

1）The　cases　of　compound　odontoma，　numbering　179，　were　more　frequent　than　cases　of

　　　complex　odontoma，　which　ntimbered　149．

2）Odontoma　was　observed　frequently　in　the　age－group　of　10　to　29　years，　with　no　sexual

　　differences．

3）Compound　odontoma　occurred　frequently　in　the　upper　anterior　teeth，　while　complex

　　odontoma　occurred　in　the　lower　molar　tooth．

本論文の要旨は，第29回日本口腔科学会中部地方会（昭和61年10月25日：松本）において発表した．（1987年2月27日受理）
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図3　口腔内写真（咬合）
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図4　口腔内写真（上顎）
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図5：X線写真（パントモ）

図7　4321b部　骨面所見

局所麻酔下にて，旦遡」唇側歯肉部にノイマン法

による切開を加え，歯肉粘膜を剥離した．骨面に

異常所見なく（図7），骨削除により，歯牙腫部に

達した．それは薄い被膜に包まれ，海綿骨中に複

数の埋伏した歯牙がほぼ一塊として存在していた

（図8）．腫瘍は複数塊として摘出されたものであ

図6：X線写真（321部　デンタル）

図8：歯牙様物の包埋状態



132 t！．卜．他，

．s．

．： P．；7川」歯．・』・；1：に1，、］．∴．1’．』1‘1．I　I川・i・ノい1「フll、li．↓．．’．∵

図9　：』萄目i［自：テ酸tノ’）拍」∫莫笥：

図11　：」「商i目物lv）X矛泉［ii；t［L

山山1

．ill’

1”皐「

；：．．ハ 1：パ1ノ．」 芦．ttt・．・t；

　　．：，．’．：：

　　　　　　　二．’J

　　・t　；　　　．

　　　　「1

’．1．』”1』

、∴　∴
；　・T F凄7’1．．

　　　　◇

；

Il！叫血血Ld

　　　　二；：，’

　　　　　　　．’

’　竈
　　1　：．：．．

　　　　　・1．’．．’

　’、

　　　　　三三㌍
：

　　　　　図10

　　　　　　　　・：1・．
　　　　　　　　．　　　　　．

　　ジ

三，，i’1．・㌧㌔一

　ゆ　　　　　　　ロプ　ド　　

．．．な．’・’　∵

　　　a　．　．　　　’　⊥　　　　　■
’　．　　　　　　　　、　　　．　　”　　　7　　　　r

　　　　．　「

：摘出物所ttt

　　　ピ　　　　　ti゜Tr　

ジ．！・・
　　　　　　　　三，＾

　　　ノ　　　　へ　

　　．ゴ　　”，グ
@　’　　　，　エ・．　コ
　　　　　　　　．　　・　　　　　’　　　　　．　　　　　　，　　　　　，　　．　　　◆

　　：　　，

　　　　的t，

『’． fア．二・，・．

　・　　　．、．，を

、、　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　　・’　　　F　　’し

　　．rト．・

　　　　　ユ．

　　　　　㊦　‘“

　　　　へ叉．．、

　　　　　　　　　「．『．

T

：

Nii

　’
｛

｝’1 D
　　　　　　　　　ト　　　　　ノ　　，　　　・：、　層
：；．・　・

　　　　　　　　　　　：

　『　　　　　．．F；．声

．’：：　・・’　　　『；

．1；，・1∵・　び
ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　ロ　　　　　

　　・　，：「：｝”

．，

　　■　　　’”

　、　　　ノ

　　’：、

　　㌦～

　　　1

、K
　ぺ　：

・

　　　　　　ワ　’　，　．〆1、輪

　　”．’：
　　、　 ，　’lt

　　’　P　，　’・
　’

　　　　！　　「
　’　、　　、

．．　　　　　　　　v　　　　

　〆　　〆
膓

@　ン　，
　　㌘．　ご　’

　　　、　、、

　　　，＿　、、

　　，　．’．t－J

　　　．　　　’　　　

、

図12痛／．Ψ6ほ幽羨・i．∬IL！

t

る．　’パ…rj二を！∴1・一）芦こ　2　‘；二1撒り乏膓嵩」刀P’余剤：∫メエ’．り也し、　フ’

－1・　／しガム逆根充を｛’J．った．なお，同部に上顎洞と

の交通は7・られ㌃よかった図9．術後1週聞，感

染］㌃防の目的でU［1生物質を投リパ｝ると枳二、消炎

斉［」を’f日｝目しi：↓な∫《㌃よ辛毛．［昼rをtことt．♂．・fこもC「）て’鵬フ）IO．

　　摘出物所［，L」：L5』×．1．〔｝xL2Cmの［Ul　ii1］イロliな

結合組織に被わ、わた腫瘤で，内部に㌧・、～：たから粟

Pたのメ＼小様一1・な南［イ様硬Pi｜物をL．1個陥んでい

了こ．　∬萄fil申クレ「）Xh！tjliilil，L一て』、　1‘十ピ・じfコニー，｝－　x　・L’eiをノ．1こ1、オ、

せる不透．渦像と，由筒腔と思，わ．llろ．透．渦像を認め

た‘．図1〔1，11．

　　病．理組織所．／↓：捌枳購1怜織性組識1．ご，黄1’細

胞の1波品でセメント質様れ灰1ヒ物が散白し．てい

7」こ　．．［＜ll2　．

　　1．ノ、ヒにより，川識学的：二：．t集㍍性／斗：：rl．］肺と診断

Lたものである．

　　　　　　　　　　　　　　　文献的考察

　　さきに述べたように，歯別1巾：．目8211トにOudet

が報告L．て以．↓〔、多くの研究，報告がなさllてい

る．1持に分類に関Lてば，Brocaカンを初、～！♪とLて、

Bland・Sutton3J，　Perthes’i），　Th↓）］’）1a　r，　，．．塚野∴・6）に

よって，　挿ミ元・fカ㍉試：ノヘレ㌧／bてL・ノ5．

　　すなわち，歯［川い）発生‖、～・期を基に、BI・。Caば

Embryoplastische、　Odentop］ast／is．　che，　Korona］c、

Radikuliire．　Zusanm〕ellgesetzte、　Ileterotropis・

che　OdOntOm　v）6｝；lllに，　Bland－9．　utt〈レn：二川ll抱］寸

状によりll脚㍑｝；異當，1kl疲異常、歯乳頭1把～｝1’，仁

｜9f［／：1“1，・，「5’（こ，　931（二，　1）artschT・p；、之，．－1一ソ）｝llli∬㌶りじφナよ　り

軟性歯【オ：肺と、硬件陶［川・｛iに分類Lている

Perthes　l．t｝日rl；1尋ミ［’｝｛」！’．，1場てtl　l形草£〃∫r自をメtJ．　L・，　lp．㌣屯1寸

由1川中土複計ll歯「．1肺に・ひ1汀｛い前者．を1虫川’ll，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本歯学

付着性歯牙腫に，そしてさらに付着性歯牙腫を歯

冠性，歯根性歯牙腫に細分類した．本邦において，

塚野は多数の検索の結果，歯牙原基の数により，

単原基性歯牙腫と多原性歯牙腫に分けると共に，

形態学的に，1）歯冠歯牙腫，2）歯根歯牙腫，

3）包歯歯牙腫，4）癒着歯牙腫，5）集合歯牙

腫，6）複雑歯牙腫の6型に分類している．また，

1950年に発表されたAmerikan　Academy　of

Oral　pathology8｝の分類では，1）融合性歯牙腫，

2）集合性歯牙腫，3）複雑性歯牙腫，4）拡大

性歯牙腫，5）嚢胞性歯牙腫の5型に分けている．

しかし，Bernier9），　Shaferi°）は歯牙腫を複雑性歯

牙腫と集合性歯牙腫の2型に分類し，更にこれら

の歯牙腫が共存し移行する場合もあるため，

Lucasn）はこれを複雑性，または，合成歯牙腫

（Composite　O．）と呼んでいる．

　本邦では，一般に，病理組織学的に複雑性歯牙

腫と集合性歯牙腫の2型に分け，臨床的には単独

性歯牙腫と複合性歯牙腫に分類されている．

　そこで著者らは，1927年から1984年までの本邦

文献219編，症例数365例におよぶ歯牙腫の文献す

べての分類を改めて行い，再検討を試みた．なお，

過去の文献を再集計するにあたり，石灰化を見せ

る腫瘤中に，大きさ，形態にかかわらず，明らか

な歯牙様物を認めた場合は，集合性歯牙腫とし，

歯牙様物が存在しないものはすべて，複雑性歯牙

腫とした．従って，集合性と複雑性の像が混在す

る場合は，集合性として取り扱い，その他，エナ

メル上皮歯牙腫と題した症例および適確な記載が

欠如しているものは除外した．なお不明な症例は

その他としてまとめてある．

　収集して得た歯牙腫の文献365症例を，著者名，

発表年度，年齢，性別，発生部位，大きさ（歯牙

様物の個数を含む），埋伏歯の有無そして，臨床及

び組織型診断名につき，表中に集計した（表1）．

結果は次のごとくである．

　組織型別症例数（表2）は，集合性歯牙腫179症

例，複雑性歯牙腫149症例で，やや集合性歯牙腫が

多く見られている．

　年齢，性別発生症例数（表3）は，10　一一　19歳

…… P06症例，20～29歳・…・・109症例を示し，10か

ら20歳代が計215例と，全症例の2／3を占め，最

も高い発生率を示していた．なお，性差は，見ら

れなかった．
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　発生部位別症例数（表4）は，顎別では，上顎

が147症例，下顎が149症例でほとんど差がなく，

組織別では集合性歯牙腫では上顎前歯部に多く，

右側42例，左側36例を示し，複雑性歯牙腫では，

下顎大臼歯部に多く，右側34例，左側30例であっ

た．従来より上顎前歯部は過剰歯の好発部位とさ

れているが，この部に，集合性歯牙腫が多く見ら

れている事は興味深い．摘出物の大きさについて

見ると，示指頭大以下が約半数（109例）を示して

いる．そして．集合性歯牙腫は示指頭大以下が多

いのに比べ，複雑性歯牙腫は掲指頭大から小鶏卵

大が最も多く見られる傾向を示していた（表5）．

　歯牙様物の個数は，19個以下（50例）に集中し

ている．埋伏歯を伴う歯牙腫の症例は，365症例数

中，集合性歯牙腫に90例，複雑性歯牙腫には64例，

その他13例，計167例に見られた（表6，7）．

　以上のように，1927～1984年までの文献を再検

討するにあたって，特に，1927～1960年初期まで

は，その分類が極めて変化に富んでおり，著者ら

が設定した，分類項目の枠内にあてはまりにくい

ものも多く，各時代の分類の一例一例の実態を詳

しく検索し，参照しなければならない．そして，

今後の症例報告において，歯牙腫の姿をより一層

明らかにしていく上で，既往，自覚症状，発現年

齢，部位，大きさ，歯牙及び周囲との関係，X線

所見，手術時所見，病理組織学的検索の詳細な記

載が必要であると考えさせられた．

ま　　と　　め

　著者らは，歯牙腫の自験例1例を報告すると共

に，本邦の歯牙腫についての文献（1927～1984年）

365例を対象に組織型別分類，年齢別，性別，発生

部位別，摘出物の大きさ，歯牙様物の個数，埋伏

歯の有無について統計的観察を行った．その結果

を総括すると以下のようであった．

（1）集合性歯牙腫は，365例中，179症例，複雑性歯

牙腫は，149症例で，集合性歯牙腫の方が多く見ら

れる傾向にあった．なお，その他不明な症例は37

例であった．

（2）歯牙腫は，10～29歳に集中発現し，性差は見ら

れなかった．

③集合性歯牙腫は，上顎前歯部に，複雑性歯牙腫

は下顎大臼歯部に好発していた．

（4）大きさは，10mm3以下，つまり示指頭大以下の



134 村上他：上顎前歯部に見られた歯牙腫の一例並びにその文献的考察

表1：本邦文献集計表（大きさの単位：cm，　D：Denticleの個数）

Nα 著　者 年代 年 性 部　位 大きさと個数 埋伏歯 臨床診断 組織型
1 土屋 1927 13 ♂ 』 栗実大 合成歯牙腫

2 〃 1927 30 ♂ 迦 栗実大 図2歯埋伏 歯牙腫

3 岩橋 1928 22 ♀ 止 示指頭大　D×9 複合性歯牙腫

4 山上 1932 19 ♂ 匝 大臼歯3個分 硬性歯牙腫

5 〃 1932 26 ♀ 迦 至二2」大 旦」欠損 硬性歯牙腫．

6 菅 1933 64 ♀ 匝 栂指頭大 歯牙腫

7 〃 1933 70 ♀ 匝 小指頭大　D×2 歯牙腫

8 斎藤 1933 66 ♂ 巴 』埋伏 硬性歯牙腫

9 恵 1934 12 ♀ 匝 複合性歯牙腫

10 安川 1934 7 ♂ 』 1．9×1×0．9 複雑性歯牙腫

11 小野 1936 16 ♀ 閲 φ2
付着性

恊ｫ歯牙腫

12 濱野 1937 12 ♂ 図 硬性歯牙腫 独立性歯牙腫

13 小野 1937 49 ♀ L ？ 匿埋伏 歯牙腫 複合性歯牙腫

14 水野 1937 22 ♂ 巫 小臼歯様
8埋伏一

歯牙腫

15 塚野 1938 12 ♀ 』部
小指頭大

n粒状密集
睡上埋伏

多原基性

W合性

16 〃 25 ♀ 匠遠心部 小指頭大 巨欠損
単原基性

附ｪ歯牙腫

17 〃 21 ♀ 司部 胡桃大 司欠損
複雑性歯牙腫
i独立型）

18 〃 7 ♀ 司〃 　　山桜実大

s正球形　DX5
司欠損

多原基性

W合性

19 〃 66 ♂ 可〃 百欠損
単原基性

附ｪ歯牙腫

20 〃 4 ♀ d〃 小指頭大　D×6
多原基性

W合性

21 〃 12 ♀ 下司〃 司部小指頭大
i部樹旨頭大

司欠損τ司欠損 多原基性
｡雑性歯牙腫

22 〃 36 ♀ ユ」〃 小指頭大
単原基性

附ｪ歯牙腫

23 〃 52 ♀ 』」〃 栂指頭大
複雑性歯牙腫
i独立型）

24 〃 42 ♀ 可〃 大豆大
複雑性歯牙腫
i独立型）

25 〃 23 ♂ ⊥二1」〃
2」歯根部

@　過剰埋伏
単原基性
?武ｫ歯牙腫

26 〃 45 ♂ 』〃 D×10 劃欠損
多原基性

W合性

27 〃 26 ♂ 可〃 栂指頭大 可半埋伏歯
単原基性

附ｪ歯牙腫

28 〃 13 ♀
τ司〃

x
司撮指頭大
i旦」小指頭大

可埋伏歯
x」？

単原基性

附ｪ歯牙腫

29 〃 23 ♀ 「「τ〃 卵円形

ﾌ指頭大
複雑性歯牙腫

30 〃 24 ♂ 旦」〃 胡桃大 劃不完全埋伏
単原基性

附ｪ歯牙腫

31 〃 21 ♂ 百1〃 小指頭大 司半埋伏歯
単原基性

附ｪ歯牙腫

32 〃 64 ♂ 匿〃 栂指頭大 複雑性歯牙腫

33 〃 23 ♂ 可〃 小指頭大 ¶埋伏歯
単原基性

W合性
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Nα 著　者 年代 年 性 部　位 大きさと個数 埋伏歯 臨床診断 組織型

34 塚野 20 ♂ 百1部 　小鶏卵大
Q．5×2．3×2．2

複雑性歯牙腫

35 〃 31 ♂ 匿〃 栂指頭大 匡埋伏歯 単原基

附ｪ歯牙腫

36 〃 16 ♂ 劃〃 大豆大 旦］埋伏歯 多原基

W合性

37 〃 27 ♂ ［z〃 胡桃大
匡不完全埋伏

ｽ欠損
単原基

附ｪ歯牙腫

38 〃 42 ♀ 旦1〃 梅実大
単原基

附ｪ歯牙腫

39 〃 64 ♀ 百1〃 単原基

附ｪ歯牙腫

40 〃 63 ♀ 匿〃 小指頭大
単原基

附ｪ歯牙腫

41 〃 15 ♀ 百1〃 小指頭大
単原基
?侮負蜴

42 〃 56 ♀ 司〃 胡桃大
複雑性
i独立性）

43 〃 29 ♂ 『〃 　鶏卵大
S．6×2．4×2．2

単原基

附ｪ歯牙腫

44 〃 29 ♂ 匿〃 小指頭大 匡不完全埋伏 単原基

附ｪ歯牙腫

45 〃 28 ♀ 匿〃 小指頭大
単原基
?侮負蜴

46 〃 27 ♀ LLa〃 小指頭大 L欠損 複雑性
i独立性）

47 〃 30 ♀ 匡〃 栂指頭大
i3．55g）

単原基
附ｪ歯牙腫

48 〃 23 ♂ 司〃 鶏卵大 匿欠損 多原基
｡雑性（癒合）

49 〃 9 ♂ 万司〃 栂指頭大　D×80 司埋伏歯
多原基
W合性歯牙腫

50 〃 22 ♂ 巳〃 D×10
多原基
W合性歯牙腫

51 〃 41 ♀ 巨〃 小指頭大 複雑性歯牙腫

52 〃 29 ♂ 旦」〃 栂指頭大
i2．32g）

単原基
?侮負蜴

53 〃 25 ♀ ⊇〃
鳩卵大
i3．79）

』」欠損 多原基

附ｪ歯牙腫

54 〃 25 ♂ 匡す〃 鳩卵大
i3．519）

匠す癒合 多原基

附ｪ歯牙腫

55 〃 50 ♂ 』〃 胡桃大
i3．79）

単原基
｡雑性（独立）

56 〃 23 ♂ 匿す〃 鳩卵大
多原基
｡雑性（癒合）

57 根本 1939 25 ♂ ［L部 小指頭大 混合性

58 福島 1939 20 ♂ 丁1〃 D×18
混合性
｡合性歯牙腫

59 林 1940 22 ♀ LL部 φ0．6cm 複雑性歯牙腫
60 田辺 1941 22 ♀ 師〃 雀卵大 複合性歯牙腫
61 平山 1942 16 ♀ 」」〃 1．5×1．5×1．5 2」埋伏 歯系腫瘍 複雑性歯牙腫
62 渡嘉敷 1942 19 ♂ 右側上顎洞 1×1 両側副鼻腔炎 複雑性歯牙腫
63 中村 1943 21 ♀ LL〃 D×18 匿埋伏 複合性歯牙腫
64 千早 1943 25 ♂ n－〃 栂指頭大　D×52 匡埋伏 複合性歯牙腫
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No 著　者 年代 年 性 部　位 大きさと個数 埋伏歯 臨床診断 組織型
65 千早 1943 29 ♂ 」」部 梅実大　D×4 ユ」埋伏 複合性歯牙腫

66 平瀬 1943 35 ♂ 図〃 1．8×1．7×1．8 複雑性歯牙腫

67 平瀬 1943 22 ♀ ユ」〃 1．2×1．0 複雑性歯牙腫

68 柳田 1943 26 ♀ 巴〃 栂指頭大 『埋伏 歯牙腫 複雑性歯牙腫

69 〃 1943 29 ♀ 珂〃 1．0×1．0 十 歯牙腫 複雑性歯牙腫

70 榎本 1944 26 ♂ ユ」〃 1．8×1．2×0．9 十 複雑性歯牙腫

71 小林 1945 15 ♂ 匡亙〃
　胡桃大
P．8×2．5×1．2

匡埋伏 複合性歯牙腫

72 塚崎 1945 24 ♀ 図〃 複雑性歯牙腫

73 荷宮 1948 17 ♀ 丁1〃 小指頭大　D×7 司埋伏 歯牙腫 複合性歯牙腫

74 田上 1950 22 ♂ 師 3．7×2．2×1．3 司＋ 硬性歯牙腫 複雑性歯牙腫

75 原子 1950 21 ♀ 匝
　鶏卵大
S．6×3×2．5

複雑性歯牙腫

76 大谷 1950 24
♂
⊥ 歯牙腫 複合性歯牙腫

77 〃 1950 20 ♂ 1 複合性歯牙腫
一78 岡本 1951 19 ♀ L 栂指頭大 匿＋ 歯系腫瘍 複合性歯牙腫

79 三谷 1951 27 ♀ L 　栂指頭大
Q．5×1．5×1．2

LL＋ 歯牙腫 複雑性歯牙腫

80 足立 1952 56 ♀ 「r 歯牙腫 複合性歯牙腫

81 平川 1952 27 ♂ 巴 小鶏卵大 十 歯系腫瘍 複雑性歯牙腫

82 林 1952 20 ♀ 』 示指頭大1．4×0．9 ユ」＋ 歯牙腫 複合性歯牙腫

83 北村 1952 17 ♂ 回 梅実大 司＋ 複雑性歯牙腫

84 真木ら 1952 29 ♀ 雨
鶏卵大

ﾌ指頭大
十 歯牙腫 複雑性歯牙腫

85 〃 1952 18 ♀ 匝 栂指頭大 可＋ 歯牙腫 複雑性歯牙腫

86 小野 1952 13 ♀ 』 濾胞性嚢胞 複合性歯牙腫

87 多湖 1952 31 ♀ 巴 硬性歯牙腫

88 内田 1953 25 ♂ 匝 胡桃大（16．69） 硬性歯牙腫

89 黒沢 1953 38 ♂ 巴 小指頭大 複合性歯牙腫

90 長尾 1953 18 ♀ 週 小鶏卵大 十 硬性歯牙腫 複合性歯牙腫

91 村岡 1953 36 ♂ 巴 3．2x3×2．2 匡＋ 歯牙腫 複雑性歯牙腫

92 宮野 1953 22 ♀ 司 歯牙腫 複合性歯牙腫

93 寺田 1953 20 ♂ 匝 2．5×2．5 複雑性歯牙腫

94 〃 1953 27 ♂ 画 3．5×3．5 独立性歯牙腫

95 山崎 1953 31 ♀ 珂 鳩卵大　D×15
複雑性歯牙腫、

96 島本ら 1954 61 ♀ 「r 栂指頭大 歯牙腫 複雑性歯牙腫

97 中久喜 1954 21 ♀ 閲 大鶏卵大 十 歯牙腫 複雑性歯牙腫

98 佐藤 1955 7 ♀ 閲 複雑性歯牙腫

99 田長 1955 閲 司＋ 複雑性歯牙腫

100 〃 1955 閲 可＋ 複雑性歯牙腫

101 森永 1955 54 ♂ 図 3．1×2．7×2．7 複雑性歯牙腫

102 島本 1955 9 ♀ 匝 5×4．5×4 硬性歯牙腫 複合性歯牙腫

103 筒井 1956 22 ♀ 師 2．5×1 複合性歯牙腫

104 〃 1956 29 ♀ 厩 胡桃大　D×10 複合性歯牙腫

105 〃 1956 14 ♀ 匝 　小鶏卵大
Q．8×2．8×2

匡＋ 複合性歯牙腫

106 多田 1956 60 ♀ 巴 2×1。5 十 複合性歯牙腫

107 大矢 1956 21 ♀ 図 梅実大　3×2 複合性歯牙腫

108 〃 1956 45 ♀ 珂 大豆大　1．2x1。1 複合性歯牙腫
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Nα 著　者 年代 年 性 部　位 大きさと個数 埋伏歯 臨床診断 組織型

109 大矢 1956 45 ♀ 図 　大豆大
P．6×1．7×1．5

歯牙腫 複合性歯牙腫

110 長尾 1956 12 ♂ 苦 D×14　D×38
c×53

斗旦・ 複合性歯牙腫

111 中島 1956 35 ♂ 十 硬性歯牙腫

112 布施 1957 29 ♂ 止 D×5
複雑性歯牙腫
i独立，多原基）

113 島田 1957 24 ♀ L 梅実大（2．29） 歯牙腫 複雑性歯牙腫

114 相沢 1957 3 ♂ 閲 複雑性歯牙腫

115 本間 1957 28 ♂ 随 栂指頭大 過剰歯　＋ 複雑性歯牙腫

116 恩田 1957 45 ♂ 図 2．1×1．7×1．3 旦＋ 複雑性歯牙腫

117 市川 1958 23 ♀ 可
1．8×1．1×0．7

@D×10
複合性歯牙腫

118 松前 1958 54 ♂ 師 　小鶏卵大
Q．5×3×1．1

複雑性歯牙腫

119 三宅 1959 10 ♂ 上 LL＋ 歯牙腫 複合性歯牙腫

120 岩堀 1959 31 ♀ 』 複雑性歯牙腫

121 〃 1959 9 ♀ 』 ユ」＋ 歯牙腫 複合性歯牙腫

122 佐藤 1959 12 ♂ 』 D×22 過剰歯 歯牙腫 複合性歯牙腫

123 高倉 1959 23 ♀ 可
1．9×1．1×0．7

@D×32
可過乗噛 歯牙腫 複合性歯牙腫

124 小郷 1959 69 ♂ 断 鶏卵大 十 歯牙腫 複雑性歯牙腫

125 高橋 1959 23 ♂ 師 5×3×2．5 Tr司＋ 歯牙腫 複合性歯牙腫

126 塩田 1959 19 ♂ 「r
栂指頭大

c×7～8
止 歯牙腫 複合性歯牙腫

127 溝井 1959 18 ♂ 匝 栂指頭大 歯牙腫 複雑性歯牙腫

128 〃 1959 43 ♂ 珂 複雑性歯牙腫

129 東 1960 11 ♂ 司 D×8
コ］＋ 複合性歯牙腫

130 堀田 1960 27 ♂ 匝 3、7×3。7 歯内歯 歯牙腫 複合性歯牙腫

131 泉 1960 17 ♀ L 示指頭大DX250 匿針 歯牙腫 複合性歯牙腫

132 後藤 1960 17 ♀ 剛 小指頭大 歯牙腫 複合性歯牙腫

133 長坂 1961 8 ♂ 』 小指頭大 過剰歯 歯牙腫 複合性歯牙腫

134 〃 1961 13 迦 匡＋ 歯牙腫 複合性歯牙腫

135 河辺 1961 26 ♂ 匝 3×4×3 十 複合性歯牙腫

136 朱雀 1962 59 ♀ 輌 一 複雑性歯牙腫

137 那須 1962 19 ♂ 匝 5×4×3 一 歯牙腫 複雑性歯牙腫

138 山田 1962 20 ♂ 匝 小指頭大
P．1×1．1

「「＋ 複雑性歯牙腫

139 木邑 1962 20 ♀ 』 米粒大～粟粒大

@　Dx7
ユ」＋ 複合性歯牙腫

140 常葉 1962 30 ♂ 匝 1×2 一 複雑性歯牙腫

141 〃 1962 27 ♂ 劃 D×3 』＋ 複合性歯牙腫

142 〃 1962 18 ♂ 「 4、5×3．0 複雑性歯牙腫

143 古本 1962 25 ♀ 1．8×1．2×1．3 歯牙腫 複雑性歯牙腫
144 〃 1962 30 ♂ 根性歯牙腫

145 〃 1962 42 ♀ 1．6×1．2×1．4 歯牙腫 複雑性歯牙腫
146 〃 1962 43 ♀ 2．4×1．7×2．0 歯牙腫 包性歯牙腫

147 〃 1962 40 ♂ 1．7×1．0×1．4 歯牙腫 包性歯牙腫

148 〃 1962 29 ♂ 2．2×1．4×1．5 歯牙腫 包性歯牙腫
149 〃 1962 23 ♂ 2×2×2 歯牙腫 複合性歯牙腫
150 〃 1962 21 ♀ 歯牙腫 複合性歯牙腫
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Nα 著　老 年代 年 性 部　位 大きさと個数 埋伏歯 臨床診断 組織型
151 古本 1962 24 ♀ 2．1×0．8×0．9 歯牙蓮 複雑性歯牙腫

152 〃 1963 11 ♂ 丁 十 複雑性歯牙腫

153 内藤 1963 14 ♂ 図 3×2．3×2．9 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

154 東 1963 40 ♂ 随 　中指頭大
P．3×1．1×1．1 一 歯槽膿瘍 複雑性歯牙腫

155 田中 1964 ♀ L 　小豆大
O．5×0．7×0．8 一 歯牙腫 独立性歯牙腫

156 〃 1964 26 ♂ 山
小豆大・小指頭大

@　D×40
」過乗噛 歯牙腫 複合性歯牙腫

157 本間 1964 15 ♀ 珂 5×3。5×2．5 司＋ 複合性歯牙腫

158 早川 1965 63 ♂ 匝
　雀卵大
P．9×1．6×1．2 一 歯牙腫 複雑性歯牙腫

159 〃 1965 53 ♀ 閲 D×8 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

160 佐藤 1965 22 ♂ 匝 3×2．5×2．5 匠＋ 歯牙腫 複雑性歯牙腫

161 杉山 1965 18 ♀ 珂 そら豆大 十 複合性歯牙腫

162 堀田 1966 31 ♂ 画
　小鶏卵大
R．5×2．5×2．0

旦」歯内歯 歯牙腫 複雑性歯牙腫

163 堀田 1966 24 ♂ L D×6 』 歯牙腫 複合性歯牙腫

164 〃 1966 53 ♀ 閲 　栂頭大
P．7×1．5×1．3 一 歯牙腫 双胎性歯牙腫

165 〃 1966 50 ♀ 珂 　栂指頭大
P．6×1．4×2．0 一 歯牙腫 双胎性歯牙腫

166 〃 1966 73 ♀ 閲 　小指頭大
P．3×1．2×1．4 一 歯牙腫 双胎性歯牙腫

167 松崎 1966 31 ♂ 匝
栂指頭大

S×3×2 巨 歯牙腫 複雑性歯牙腫

168 藤木 1966 19 ♂ 可 小指頭大 司 歯牙腫 複合性歯牙腫

169 伴 1966 37 ♂ 巴 3．4×2．6×3．2 複雑性歯牙腫

170 緒方 1966 13 ♂ 』 山 複合性歯牙腫

171 〃 1966 菰 一 複雑性歯牙腫

172 大塚 1966 17 ♀ 廊 D×数個 一 腫瘍 複合性歯牙腫

173 佐藤 1966 17 ♀ 』
小指頭大

c×7
一 歯牙腫 複合性歯牙腫

174 川平 1966 17 ♂ 珂
栂指頭大
R×1．5 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

175 大塚 1966 26 ♂ 珂 239 歯内歯 複雑性歯牙腫

176 〃 1966 32 ♂ 閲 17．5g 複雑性歯牙腫

177 〃 1966 24 ♂ L 複合性歯牙腫

178 遠藤 1967 9 ♂ 旦 一 複合性歯牙腫

示指頭大（3g）
179 西坂 1967 15 ♀ 司 L5×1．5×1．5 司 歯牙腫 複合性歯牙腫

D×3
180 〃 1967 59 ♀ 図 1．5×1．6（29） 一

独立性
d性歯牙腫

複合性歯牙腫

181 青山 1967 16 ♂ L 3×2．5×2．5 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

182 岡野 1968 7 ♀ 匝 一
エナメル上皮

複合性歯牙腫

183 福岡 1968 43 ♀ 』 小指頭大　D×23
ユ」 歯牙腫 複合性歯牙腫

184 亀山 1968 27 ♂ 「r 示指頭大　D×37 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

185 久野 1968 38 ♂ 了 D×50 一 複合性歯牙腫

186 西村 1968 48
♂ L 米粒～粟粒大

@D×5
一 歯牙腫 複合性歯牙腫
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187 〃 1968 21 ♀ 巳 米粒～粟粒大

@D×15
歯牙腫 複合性歯牙腫

188 〃 1968 12 ♂ 旦 D×19 歯牙腫 複合性歯牙腫

189 〃 1968 27 ♀ L D×38 歯牙腫 複合性歯牙腫

190 〃 1968 32 ♀ L 米粒大　D×8 歯牙腫 複合性歯牙腫

191 〃 1968 32 ♂ 』 D×4 歯牙腫 複合性歯牙腫

192 浜田 1968 17 ♂ 同 　栂指頭大
Q．5×1．5×1．7 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

193 丸茂 1968 21 ♀ 匝 小胡桃大 匿 複雑性歯牙腫

194 鈴木 1968 19 ♀ 「r 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

195 野井倉 1968 21 ♀ 可 小指頭大 一 歯牙腫 複雑性歯牙腫

196 坂口 1969 24 ♂ 匝 匿＋ 複合性歯牙腫

197 宇治 1969 54 ♀ 閲 複合性歯牙腫

ユ98 松井 ユ969 20 ♀ 匝 　栂指頭大
Q．5×1．5×1．2 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

199 高橋 1969 21 ♀ 可 鶏卵大　D×60 一 複合性歯牙腫

200 〃 1969 23 ♀ 画 小指頭大　D×10 区 複合性歯牙腫

201 伴 1969 28 ♂ 』 』 複合性歯牙腫

202 増田 1969 14 ♂ ⊥ 栂指頭大　D×32 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

203 池田 1969 10 ♀ 辿 歯牙腫 複雑性歯牙腫

204 瀬尾 1970 21 ♂ 匝 鶏卵大 信埋伏歯 歯牙腫 複雑性歯牙腫

205 小笠原 1970 13 ♂ 匝 胡桃大 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

206 〃 1970 ♂ 「r 栂指頭大 十 複合性歯牙腫

207 滝川 1971 45 ♂ 週 　胡桃大

R×2×1．7
画 歯牙腫 複雑性歯牙腫

208 〃 1971 26 ♂ 巴 　小鶏卵大
R．6×2。8×3．0

匡 歯牙腫 複雑性歯牙腫

209 渡辺 1971 3 ♀ L ヒ埋伏歯 複合性歯牙腫

210 両川 1971 5 ♂ 旦 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

211 加子 1971 19 ♂ 匝 5×4×3 一 歯牙腫 複雑性歯牙腫

212 〃 1971 51 ♀ 図 2×2x1 一 歯牙腫 複雑性歯牙腫

213 〃 1971 53 ♂ 巴 4×3×3 一 歯牙腫 複雑性歯牙腫

214 〃 1971 43 ♂ 匝 3×2×2 一 歯牙腫 複雑性歯牙腫

215 〃 1971 16 ♀ 斤 1×0．5×0．5 一 歯牙腫 複雑性歯牙腫

216 〃 1971 21 ♀ 『 1．5×1．5×1 一 歯牙腫 複雑性歯牙腫

217 〃 1971 14 ♂ 』 3×3×3 旦 歯牙腫 複雑性歯牙腫

218 〃 1971 19 ♀ 珂 鶯卵大

V×5x3
可 歯牙腫 複雑性歯牙腫

219 〃 1971 9 ♀ 閲 2×2×1 司 歯牙腫 複雑性歯牙腫

220 〃 1971 13 ♂ 』 2×2×2 』 歯牙腫 複合性歯牙腫

221 〃 1971 19 ♀ L 1×1×1 匡 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

222 〃 1971 11 ♂ 匡 1、5×1．5×1 LL 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

223 〃 1971 12 ♀ L 1．5×1×1 LL 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

224 〃 1971 18 ♀ 山 1．5×1．5×1．5 』 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

225 〃 1971 5 ♀ L 2×2×2 匿 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

226 〃 1971 9 ♀ 旦 2×1．5×1．5 劃 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

227 〃 1971 27 ♂ 』 2×1．5×1．5 旦 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

228 〃 1971 23 ♀ 「r 1。5×1．5×1 匹 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

229 〃 1971 39 ♀ 廊 1×0．5×0。5 過剰歯＋ 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

230 加子 1971 24 ♂ 匝 1．5×1×1 信 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫
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231 〃 1971 12 ♀ 』 2×2x1 盈 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

232 〃 1971 21 ♂ 』 1×1×1 」 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

233 〃 1971 68 ♀ L 2×2×1．5 匡 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

234 〃 1971 16 ♂ L 2×2×2 』 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

235 〃 1971 19 ♀ 』 2×2×1 ⊇ 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

236 〃 1971 45 ♂ 匡 1×1×1 匿 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

237 〃 1971 50 ♀ 「r 2×1．5×1 匿 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

238 新国 1972 22 ♂ 珂 鶏卵大 大臼歯＋ 歯牙腫 複雑性歯牙腫

239 岡田 1972 24 ♂ ㎞ 2．5×3．5 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

240 兼松 1973 10 ♂ 止 一 膿瘍 複合性歯牙腫

241 常葉 1973 19 ♀ 閲 2．5×1．7 司
歯牙腫

h胞性歯嚢胞
複雑性歯牙腫

242 下野 1973 21 ♀ 止 栂指頭大　D×73 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

243 二瓶 1973 18 ♀ 』
2．1×2．0×2．O

@D×106
旦 歯牙腫 複合性歯牙腫

244 田中 1973 19 ♀ 匝
　小鶏卵大
R．5×4．0×3．0

『 複雑性歯牙腫

245 長谷川 1974 12 ♂ L 　胡桃大
Q．5×2．0×L5 』 濾胞性歯嚢胞 複合性歯牙腫

246 金子 1974 43 ♀ L 梅実大 匿 歯牙腫 複合性歯牙腫

247 〃 58 ♂ 匝 胡桃大 十 歯牙腫 複雑性歯牙腫

248 中村 1974 30 ♀ 珂
小鶏卵大

S×2×2
一 歯牙腫 複雑性歯牙腫

249 新国 1974 15
♂ 匝 十 歯牙腫 複雑性歯牙腫

250 山本 1974 20 ♂ 巴 　鳩卵大
Q．5×3．5×3．0 一 歯牙腫 複合性歯牙腫

251 中畑 1974 8 ♂ 巴 1．5×1．0×1．0 己 歯牙腫 複雑性歯牙腫

252 〃 9 ♀ 』 D×20 』 歯牙腫 複合性歯牙腫

253 〃 9 ♀ 珂
2。5×1．5×1．O

@D×10
司 歯牙腫 複合性歯牙腫

254 瀧川 1974 30 ♀ 閲 4×2×2 歯牙腫 複雑性歯牙腫

255 森本 1974 48 ♀ 』 小指頭大 十 歯牙腫 複合性歯牙腫

256 〃 21 ♂ 閲 司 歯牙腫 複合性歯牙腫

257 〃 20 ♂ 週 栂指頭大 』 歯牙腫 複合性歯牙腫

258 〃 18 ♀ L 胡桃大 匿 歯牙腫 複合性歯牙腫

259 森 1974 37 ♂ 』 小指頭大　D×5 』 歯牙腫

260 〃 22 ♀ 匝
2．2×2×1．2
@（4．59）

『 歯牙腫

261 〃 51 ♂ 』
1．75×0．9×1．1

@　（39）
』 歯牙腫

262 上田 1974 27 ♀ L 0．25g　D×5 歯牙腫 複合性歯牙腫

263 〃 19 ♀ 麻
2．1×1．8×1．2

@（4．19）
歯牙腫 複雑性歯牙腫

264 高橋 1974 31
♂ 匝 百×4倍大 信 歯牙腫 複雑性歯牙腫

265 金井 1975 54 ♂ 廿 鳩卵大　D×98 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

266 〃 14 ♂ 』 小指頭大 』 嚢胞性歯牙腫 複合性歯牙腫

267 大野 1975 9 ♀ 』 D×21
ユ」 集合性歯牙腫 複合性歯牙腫

268 〃 16 ♀ 祠 3．5×2．5 可 複雑性歯牙腫

269 板垣 1975 43 ♀ 週 3×2×2 複雑性歯牙腫

270 岡本 1975 17 ♀ 厩
3．9×2．6×2．7

@（21．49）
十 歯牙腫 複雑性歯牙腫
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271 茂木 1975 13 ♂ 』 小指頭大 』 複雑性歯牙腫
272 村上 1975 13 ♀ 刀 栂指頭大　D×39 司 歯牙腫 複合性歯牙腫
273 〃 14 ♂ L 栂指頭大　D×44 』 歯牙腫 複合性歯牙腫
274 永山 1975 41 ♂ 可 複合性歯牙腫
275 〃 28 ♂ 匝 複合性歯牙腫
276 内田 1975 31 ♀ L D×10 』 複合性歯牙腫
277 〃 12 ♂ 山 D×10 一 複合性歯牙腫
278 田縁 1976 12 ♂ 匝 2．5×1．5×1．2 匠 複雑性歯牙腫
279 村松 1976 32 ♂ ⊥ 複合性歯牙腫
280 北村 1976 43 ♂ 亙 複雑性歯牙腫
281 阿部 1976 16 ♀ 厩 669 複雑性歯牙腫
282 永井 1976 13 ♂

画 」 複合性歯牙腫
283 堀田 1976 19 ♀ 閲 5×5 歯牙腫 複雑性歯牙腫
284 〃 10 ♂ 止 D×12 歯牙腫 複合性歯牙腫
285 坪田 1977 8 ♂ 』 D×12 ヱユ」欠損 複合性歯牙腫
286 黒柳 1977 4 ♂ 丁 D×3

「「
複合性歯牙腫

287 原 1977 8 ♀ 匝 2×2x1．5 複雑性歯牙腫
288 菱川 1977 31 ♂ 可 可 複合性歯牙腫
289 平林 1977 13 ♂

劃 山 複雑性歯牙腫
290 新国 1977 57 ♂ 巴 2．5×3×2．3 歯牙腫 複雑性歯牙腫
291 谷口 1977 8 ♂ 司 司 歯牙腫 複合性歯牙腫
292 関保 1977 30 ♀ 揃 4×2x2 複雑性歯牙腫

293 〃 30 ♂ 西 3×2．5×2
中間型
i複雑・複合）

294 木村 1977 41 ♂ 亙 歯牙腫
295 宮域 1977 8 ♂ L D×63 歯牙腫 複合性歯牙腫
296 小野 1978 24 ♂ 匝 5×3×2．5 匿 複雑性歯牙腫
297 河田 1978 27 ♀ ⊥ D×21～80 複合性歯牙腫
298 〃 9 ♂ ⊥ 複合性歯牙腫
299 〃 22 ♀ ⊥ 複合性歯牙腫
300 内田 1978 12 ♀ 閲 司 複雑性歯牙腫
301 本田 1978 14 ♀ 「r D×9 匿 複合性歯牙腫
302 〃 11 ♀ L D×2 複合性歯牙腫
303 佐々木 1978 1 ♂ 山 1．2×1×1 十 複合性歯牙腫
304 中嶋 1978 13 ♂ 珂 4×4×3 司 骨腫　疑い 複合性歯牙腫

305 園山 1978 12 ♀ 閲
3．7×3．1×2．3

@　（209）
司 歯牙腫 複雑性歯牙腫

306 森 1978 7 ♂ 可 （可1に付着） 複雑性歯牙腫

307 児玉 1978 12 ♂ 匝 2．5×1．5×1．2

@（5．19）
信様包埋 歯牙腫

h胞性歯嚢胞
複雑性歯牙腫

308 鈴木 1978 9 ♂

止
大小（0．8～0．1）

@　D×12
歯牙腫 複合性歯牙腫

309 山崎 1978 63 ♀ 図 複雑性歯牙腫

310 〃 41 ♀ 醐
移行型
i複合～複雑）

311 佐久間 1978 22 ♀ 師 2．8×1．5×1．5 歯牙腫 複雑性歯牙腫
312 片山 1979 21 ♂ 巴 5×4×3 歯牙腫 複雑性歯牙腫

313 沼田 1979 39 ♀ 』 小指頭大

Pcm大
歯牙腫 複雑性歯牙腫
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314 富永 1979 4 ♂ 』 1．5×1×L5

@D×21
ヨ 歯牙腫 複合性歯牙腫

315 砂川 1979 37 ♂
堅（上顎洞） 4×3×2

i20．49）
2　歯牙　＋ 歯牙腫 複雑性歯牙腫

316 瀧川 1979 24 ♂ 匝 5×3×2．5 信 複雑性歯牙腫 複雑性歯牙腫

317 松村 1979 15 ♀ 珂 2×1．8x1．5 司 歯牙腫 複雑性歯牙腫

318 石川 1980 3 ♀ 』 小指頭大　D×27 複合性歯牙腫 複合性歯牙腫

319 呉屋 1980 19 ♂ 匝 1．3×1．4×2．1 （司に付着） 歯牙腫 複雑性歯牙腫

320 石田 1980 56 ♂ 巴 2．3x1．8x1．5 複雑性歯牙腫 複雑性歯牙腫

321 岡原 1980 8 ♀ 上 歯牙腫

322 清水 1980 11 ♀ 「 阿 歯牙腫 複合性歯牙腫

323 大森 1980 7 ♂ 』 1．4×1．6×1．2 複合性歯牙腫

324 横山 1980 2 ♀ 「r
0．5×0．6×0．5

@　D×2
歯牙腫

325 篠崎 1980 13 ♂ 画
栂指頭大

i209）D×2
歯牙腫 複雑性歯牙腫

326 〃 8 ♀ 』 D×40数コ 集合性歯牙腫 複合性歯牙腫

327 猪狩 1980 20 ♀ 当 4×2．5×2 石灰化歯原性 複合性歯牙腫

328 有田 1981 8 ♀ 』 D×7 凶 複合性歯牙腫

329 鳥取 1981 29 ♀
「「 百 複合性歯牙腫

330 野堀 1981 38 ♀ 閲 複雑性歯牙腫

331 西岡 1981 5 ♀ 』 小豆大　DX6 ヨ 複合性歯牙腫

332 松村 1982 5 ♂ 匝 歯牙腫 複合性歯牙腫

333 上田 1982 16 ♂ ㎞ 迦 複雑性歯牙腫

334 山口 1982 10 ♂ 司 小指頭大　D×40 閲 複合性歯牙腫

325 畑 1982 4 ♀ L D×3 複合性歯牙腫

336 〃 6 ♀ 閲 D×9 複合性歯牙腫

337 〃 8 ♂ 山 D×63 複合性歯牙腫

338 倉内 1982 39 ♀ 師 巨大（6．5×4．5） 歯牙腫 複雑性歯牙腫

339 中山 1982 16 ♀ 函 3．8×2．5×2．5 司 歯牙腫 複雑性歯牙腫

340 板松 1982 ⊥ ⊥ 歯牙腫

341 竹下 1983 16 ♀ 巴 5．5×3×3 』欠損 歯牙腫 複雑性歯牙腫

342 平川 1983 10 ♂ 巴 匝 複合性歯牙腫

343 今浪 1983 15 ♂ 匡
1．1×1．1×1．6

c×40数コ
LL 歯牙腫 複雑性歯牙腫

344 後藤 1983 56 ♀ 信 1．5×2×0．8 複雑性歯牙腫

345 堀内 1983 16 ♂ 匡 複合性歯牙腫

346 〃 8 ♀ 止 複合性歯牙腫

347 〃 11 ♂ 揃 旬 複合性歯牙腫

348 〃 33 ♀ LL

349 黒田 1983 8 ♀ 「r 小指頭大 歯牙腫

350 〃 16 ♀ 巴 栂指頭大

351 河野 1983 13 ♂ L D×21
再発性
｡合性歯牙腫

352 豊嶋 1983 11 ♀ 匝 栂指頭大　D×84 信 歯牙腫 複合性歯牙腫

353 〃 8 ♀ 』 D×37 複合性歯牙腫

354 〃 28 ♀ 「r D×18 複合性歯牙腫

355 平元 1983 14 ♂

㎜
司 複雑性歯牙腫

356 柴田 1983 6 ♀ L D×10数コ 歯牙腫 複合性歯牙腫
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Nα 著　者 年代 年 性 部　位 大きさと個数 埋伏歯 臨床診断 組織型
357 〃 30 ♀ 』 栂指頭大 十 複雑性歯牙腫
358 〃 12 ♀ 「r D×4 巨 歯牙腫 複合性歯牙腫
359 中原 1983 5 ♀ 』 D×8 ヨ 複合性歯牙腫
360 〃 6 ♀ 匝 D×11 匡 複合性歯牙腫
361 小野 1984 16 ♀ L 胡桃大 匿
362 上原 1984 6 ♂ 司 十 複合性歯牙腫
363 堀 1984 20 ♂ 遡 2．5×2．7×2．5 』 歯牙腫 複雑性歯牙腫
364 〃 17 ♂ 珂 1．5×2．0×1．8 司 歯牙腫 複雑性歯牙腫
365 〃 29 ♂ 迦 3．7×4×3 劃 歯牙腫 複雑性歯牙腫

表2：組織型別症例数

年代 Compound Complex その他

1927

@↓

P939

12 31 15

1940

@↓

P949

9 6

1950

@↓

P959

20 31 4

1960

@↓

P969

46 21 8

1970

@↓

P979

65 45 4

1980

@↓

P984

27 15 6

計 179 149 37

表3：年齢・性別発生症例数

　　性別

N齢
♂ ♀ 計

0～9 20 27 47

10～19 54 52 106

20～29 59 50 109

30～39 21 16 37

45～49 12 12 24

50～59 9 12 21

60～69 6 7 13

70～79 2 2

計 181 178 359

年齢、性別不明

表4：発生部位別症例数

COInpound

発生部位 右 左

大臼歯部 5 2
上　顎

小臼歯部 4 4

前歯部 42 36

前歯部 17 13
下　顎

小臼歯部 4 14

大臼歯部 14 10

Complex

右 左

計

17 15

2 2 147

12 6

3 5

4 1 149

34 30

［lff8S－25］［西］
　　　　　　　　　　　　　　不明　69

表5：大きさ別症例数

大きさ Compound Complex その他 計

10㎜3以下
i示指頭大以下）

52 37 20 109

10～30㎜3
i栂指頭大

@　～小鶏卵大）

17 46 16 77

30mm3以上
i鶏卵大以上）

3 17 3 23

不明　162

　　　　ものが多かった．なお，集合性と複雑性歯牙腫の

　　　　比較では，複雑性歯牙腫のほうが大きい傾向に

　　　　あった．

　　　　（5）腫瘤内の歯牙様物の個数は19個以下のものが大

　　　　半であった．

　　　　（6）歯牙腫の他に埋伏歯の存在を認めたものは全体

　　　　の約45％であった．

6例　　（7）自験例1症例は，30歳，女性の上顎右側前歯部
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．　表6　歯牙様物の個数別症例数

個数 Compound Complex

10以下 29 3

10～19 16 2

20～29 7

30～39 7

40～49 4 1

50～59 4

60～69 2

70～79 1

80～89 3

90～99 1

100以上 2

表7：埋伏を伴う症例数

Compound Complex その他 計

90 64 13 167

に発生した大きさ18mm3，14個の歯牙様物を含む

集合性歯牙腫であった．なお，埋伏歯の存在は認

められなかったものである．
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